
 

 

2020年 12月 17日 

 
 
本日、電気事業連合会は、「新たなプルサーマル計画」を公表しましたのでお知らせします。 

これは、今回、日本原燃㈱の六ヶ所再処理工場とMOX燃料工場の事業変更許可がなされたこと等を踏

まえ、改めて当面の目標を公表したものです。 

 

これまで、当社を含む電力11社※1は、原子燃料サイクルを確立させることを重要課題と位置づけ、2009

年6月に策定したプルサーマル計画に基づきプルサーマルを推進してきました。 

今回の新たな計画においても、従前からの自社で保有するプルトニウムを自社の責任で消費すること

を前提にプルサーマルを早期に導入するという基本的な考え方は変わりません。 

 

なお、当社においては、現在、津波対策、地震対策や防災体制の強化をはじめとした「浜岡原子力発電

所の安全性をより一層高める取り組み」を全力で実施しているところであり、プルサーマルの導入時期※2

を定める状況にありません。 

 

当社は、プルサーマルを含む原子力発電の安全性・必要性について、引き続き地域の皆さまに丁寧に

説明してまいります。 

 

 

※1 北海道電力、東北電力、東京電力 HD、北陸電力、関西電力、中国電力、四国電力、九州電力、 

日本原子力発電、電源開発および当社 

 

※２ 当社では、2010年度から浜岡４号機においてプルサーマルの導入を予定していましたが、地域の

皆さまからの要請への対応状況を踏まえ、2010年 12月に計画の延期を決定・公表しました。 

（参考資料 参照）

プルサーマル計画について 

https://www.fepc.or.jp/about_us/pr/oshirase/__icsFiles/afieldfile/2020/12/17/press_20201217_2_1.pdf


 

 

参考資料 

２０１０年１２月６日 

中部電力株式会社  

 

浜岡原子力発電所４号機におけるプルサーマル計画の延期について 

 

当社は、本日、浜岡原子力発電所４号機（沸騰水型、定格電気出力１１３．７万キロワッ

ト）において、今年度（２０１０年度）から実施する予定であったプルサーマル計画を延

期することを決定し、現在実施中の定期検査におけるＭＯＸ燃料の装荷を見送ることとし

ましたので、お知らせします。 

 

当社では、４号機におけるプルサーマル計画の実施にあたり、原子炉設置変更許可等の

必要な許認可手続きを進め、安全確保を図っております。また、４号機の耐震安全性につ

いても、想定東海地震はもとより、それを上回る安政東海地震に対し余裕をみた地震動を

用いて余裕をもった耐震設計を行っており、十分に確保されているものと考えております。 

地域の皆さまから４号機の耐震安全性の説明の要請をいただいておりますが、 

１ 駿河湾の地震において５号機の揺れが他号機に比べ大きかった要因等の審議を国に

優先していただき、これに対応していたため、４号機の新耐震指針に照らした耐震安全

性評価の審議のための検討が進んでいないこと 

２ その結果、地域の皆さまからの要請である４号機の新耐震指針に照らした耐震安全

性の審議状況の取りまとめを説明できる状況が整っていないこと 

から、その要請にお応えするには今しばらく時間が必要であると判断し、プルサーマル計

画を延期することとしました。 

 

エネルギー資源に乏しく、かつエネルギー消費の多いわが国が、地球温暖化問題にも対

応しながら、将来にわたり安定してエネルギーを確保していくために、ウラン資源を有効

利用するプルサーマル計画の推進が必要不可欠であると考えております。 

 

当社は、早期にプルサーマル計画が実施できるよう、全力で取り組むとともに、浜岡原子

力発電所の安全確保を最優先に、地域の皆さまに信頼していただける発電所を目指してま

いります。 

 

（参考） 

当社は、２００７年１月に新耐震指針に照らした４号機の耐震安全性評価結果を原子力

安全・保安院に報告しました。現在、当社の報告内容は国のワーキンググループ※において、

審議いただいております。また、当社は、国のワーキンググループに対して、２００７年７

月に発生した中越沖地震による新知見や２００９年８月に発生した駿河湾の地震による観

測記録の分析結果などについても、順次、報告してきております。 

※ 国のワーキンググループとは、総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会耐震・構造設計小委員会の地震・

津波、地質・地盤合同ワーキンググループおよび構造ワーキンググループのことです。 

以 上 


